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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも含ませる前には、
ｉ）エーテル基が臭素を含有せず、エーテル基の少なくとも１つがアリル基である、少な
くとも１つのテトラブロモビスフェノール－Ｓのジエーテル；または
ｉｉ）エーテル基の少なくとも１つが臭素を含有する、少なくとも１つのテトラブロモビ
スフェノール－Ｓのジエーテル；または
ｉｉｉ）環上に合計６個の置換基を有し、置換基の少なくとも３個が臭素原子であり、置
換基の少なくとも２個がＣ１－４アルキル基である、少なくとも１つの置換ベンゼン；ま
たは
ｉｖ）トリブロモネオペンチルアルコール；または
ｖ）各ジブロモアルキル基が独立に３から８個の炭素原子を含有する少なくとも１つのト
リス（ジブロモアルキル）ベンゼントリカルボキシレート；または
ｖｉ）部分水素化であるか、アリール末端であるか、もしくは部分水素化ならびにアリー
ル末端である少なくとも１つの臭素化ポリブタジエン；または
ｖｉｉ）少なくとも１つのノボラックの臭素化アリルエーテル；または
ｖｉｉｉ）少なくとも１つの臭素化アリール末端ポリ（１，３－シクロアルカジエン）；
または
ｉｘ）少なくとも１つの臭素化ポリ（４－ビニルフェノールアリルエーテル）；または
ｘ）少なくとも１つの臭素化Ｎ，Ｎ’－フェニレンビスマレイミド；または
ｘｉ）少なくとも１つの臭素化Ｎ，Ｎ’－（４，４’－メチレンジフェニル）ビスマレイ
ミド；または
ｘｉｉ）少なくとも１つの臭素化Ｎ，Ｎ’－エチレンビスマレイミド；または
ｘｉｉｉ）ｉ）からｘｉｉ）までの任意の２つ以上の組み合わせ物
である難燃剤をフォームの形成の前または間にフォーム処方中に含ませることにより得ら
れる、スチレン系ポリマーと難燃剤を含んでなる難燃性スチレン系ポリマーフォーム組成
物、または、前記難燃剤が含まれている難燃性スチレン系ポリマーフォーム処方。
【請求項２】
　前記スチレン系ポリマーフォーム組成物がａ）発泡性スチレン系ポリマービーズもしく
は顆粒の形、またはｂ）押出スチレン系ポリマーフォームの形のいずれかであり；前記ス
チレン系ポリマーフォーム組成物がａ）である場合には、前記難燃剤が
ｉ）エーテル基が臭素を含有せず、エーテル基の少なくとも１つがアリル基である、少な
くとも１つのテトラブロモビスフェノール－Ｓのジエーテル；または
ｉｉ）エーテル基の少なくとも１つが臭素を含有する、少なくとも１つのテトラブロモビ
スフェノール－Ｓのジエーテル；または
ｉｉｉ）環上に合計６個の置換基を有し、置換基の少なくとも３個が臭素原子であり、置
換基の少なくとも２個がＣ１－４アルキル基である、少なくとも１つの置換ベンゼン；ま
たは
ｉｖ）トリブロモネオペンチルアルコール；または
ｖ）各ジブロモアルキル基が独立に３から８個の炭素原子を含有する少なくとも１つのト
リス（ジブロモアルキル）ベンゼントリカルボキシレート；または
ｖｉ）部分水素化であるか、アリール末端であるか、もしくは部分水素化ならびにアリー
ル末端である少なくとも１つの臭素化ポリブタジエン；または
ｖｉｉ）少なくとも１つのノボラックの臭素化アリルエーテル；またはｉ）からｖｉｉ）
の任意の２つ以上の組み合わせ物
であり、ならびに前記スチレン系ポリマーフォーム組成物がｂ）である場合には、前記難
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燃剤が
ｉｉ）エーテル基の少なくとも１つが臭素を含有する、少なくとも１つのテトラブロモビ
スフェノール－Ｓのジエーテル；または
ｉｉｉ）環上に合計６個の置換基を有し、置換基の少なくとも３個が臭素原子であり、置
換基の少なくとも２個がＣ１－４アルキル基である、少なくとも１つの置換ベンゼン；ま
たは
ｉｖ）トリブロモネオペンチルアルコール；または
ｖ）各ジブロモアルキル基が独立に３から８個の炭素原子を含有する、少なくとも１つの
トリス（ジブロモアルキル）ベンゼントリカルボキシレート；または
ｖｉ）部分水素化であるか、アリール末端であるか、もしくは部分水素化ならびにアリー
ル末端である少なくとも１つの臭素化ポリブタジエン；または
ｖｉｉ）少なくとも１つのノボラックの臭素化アリルエーテル；または
ｖｉｉｉ）少なくとも１つの臭素化ポリ（１，３－シクロアルカジエン）；または
ｉｘ）少なくとも１つの臭素化ポリ（４－ビニルフェノールアリルエーテル）；または
ｘ）少なくとも１つの臭素化Ｎ，Ｎ’－フェニレンビスマレイミド；または
ｘｉ）少なくとも１つの臭素化Ｎ，Ｎ’－（４，４’－メチレンジフェニル）ビスマレイ
ミド；または
ｘｉｉ）少なくとも１つの臭素化Ｎ，Ｎ’－エチレンビスマレイミド；またはｉｉ）から
ｘｉｉ）の任意の２つ以上の組み合わせ物
である、請求項１に記載の難燃性スチレン系ポリマーフォーム組成物。
【請求項３】
　他の難燃剤が使用されない、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記スチレン系ポリマーフォーム組成物が発泡性スチレン系ポリマービーズもしくは顆
粒の形のものであり、少なくとも１つの相乗剤または少なくとも１つの熱安定剤が前記組
成物中に含まれるか、または、前記スチレン系ポリマーフォーム組成物が押出スチレン系
ポリマーフォームの形のものであり、少なくとも１つの相乗剤または少なくとも１つの熱
安定剤が前記組成物中に含まれる、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記難燃剤が少なくとも１つのテトラブロモビスフェノール－Ｓのジエーテルであり、
エーテル基が臭素を含有せず、エーテル基の少なくとも１つがアリル基であり、ならびに
前記テトラブロモビスフェノール－Ｓのジエーテルがテトラブロモビスフェノール－Ｓの
ビス（アリルエーテル）である、請求項１に記載の組成物、または、処方。
【請求項６】
　前記難燃剤が少なくとも１つのテトラブロモビスフェノール－Ｓのジエーテルであり、
エーテル基の少なくとも１つが臭素を含有し、前記テトラブロモビスフェノール－Ｓのジ
エーテルがテトラブロモビスフェノール－Ｓのビス（２，３－ジブロモプロピルエーテル
）である、請求項１に記載の組成物、または、処方。
【請求項７】
　前記難燃剤が環上に合計６個の置換基を有し、置換基の少なくとも３個が臭素原子であ
り、置換基の少なくとも２個がＣ１－４アルキル基である少なくとも１つの置換ベンゼン
であり、ならびに少なくとも１つのテトラブロモキシレンである請求項１に記載の組成物
、または、処方。
【請求項８】
　前記難燃剤が各ジブロモアルキル基が独立に３から８個の炭素原子を含有する、少なく
とも１つのトリス（ジブロモアルキル）ベンゼントリカルボキシレートであり、前記トリ
ス（ジブロモアルキル）ベンゼントリカルボキシレートがトリス（２，３－ジブロモプロ
ピル）１，２，４－ベンゼントリカルボキシレートまたはトリス（２，３－ジブロモプロ
ピル）１，３，５－ベンゼントリカルボキシレートである、請求項１に記載の組成物、ま
たは、処方。
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【請求項９】
　前記難燃剤が少なくとも１つの臭素化アリール末端の部分水素化ポリブタジエンである
、請求項１に記載の組成物、または、処方。
【請求項１０】
　前記難燃剤が少なくとも１つの臭素化ポリ（１，３－シクロアルカジエン）であり、前
記臭素化ポリ（１，３－シクロアルカジエン）が少なくとも１つの臭素化ポリ（１，３－
シクロヘキサジエン）または少なくとも１つの臭素化アリール末端ポリ（１，３－シクロ
ヘキサジエン）である、請求項１に記載の組成物、または、処方。
【請求項１１】
　前記スチレン系ポリマーフォーム組成物が発泡性スチレン系ポリマービーズもしくは顆
粒の形であり、前記発泡性スチレン系ビーズもしくは顆粒のスチレン系ポリマーが平均少
なくとも８０重量％の重合スチレンから構成される、請求項２に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記スチレン系ポリマーフォーム組成物が押出スチレン系ポリマーフォームの形であり
、前記押出スチレン系ポリマーフォームが少なくとも８０重量％の重合スチレンから構成
される、請求項２に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記スチレン系ポリマーがクリスタルポリスチレンである、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　相乗剤が含まれ、前記相乗剤がジクミルである、請求項４に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記難燃剤が環上に合計６個の置換基を有し、置換基の少なくとも３個が臭素原子であ
り、置換基の少なくとも２個がＣ１－４アルキル基である少なくとも１つの置換ベンゼン
であり、ならびに少なくとも１つのテトラブロモキシレンである請求項１４に記載の組成
物。
【請求項１６】
　熱安定剤が含まれ、前記熱安定剤がジイソブチルスズマレエートまたはヒドロカルサイ
トである、請求項４に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記熱安定剤がジイソブチルスズマレエートであり、前記難燃剤が少なくとも１つの臭
素化アリール末端の部分水素化ポリブタジエンであるか、または、少なくとも１つの臭素
化アリール末端の部分水素化ポリブタジエンまたは少なくとも１つの臭素化アリール末端
ポリ（１，３－シクロアルカジエン）のいずれかである、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　ｉ）エーテル基が臭素を含有せず、エーテル基の少なくとも１つがアリル基である、少
なくとも１つのテトラブロモビスフェノール－Ｓのジエーテル；または
ｉｉ）エーテル基の少なくとも１つが臭素を含有する、少なくとも１つのテトラブロモビ
スフェノール－Ｓのジエーテル；または
ｉｉｉ）環上に合計６個の置換基を有し、置換基の少なくとも３個が臭素原子であり、置
換基の少なくとも２個がＣ１－４アルキル基である、少なくとも１つの置換ベンゼン；ま
たは
ｉｖ）トリブロモネオペンチルアルコール；または
ｖ）各ジブロモアルキル基が独立に３から８個の炭素原子を含有する、少なくとも１つの
トリス（ジブロモアルキル）ベンゼントリカルボキシレート；または
ｖｉ）部分水素化であるか、アリール末端であるか、もしくは部分水素化ならびにアリー
ル末端である少なくとも１つの臭素化ポリブタジエン；または
ｖｉｉ）少なくとも１つのノボラックの臭素化アリルエーテル；または
ｖｉｉｉ）少なくとも１つの臭素化アリール末端ポリ（１，３－シクロアルカジエン）；
または
ｉｘ）少なくとも１つの臭素化ポリ（４－ビニルフェノールアリルエーテル）；または
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ｘ）少なくとも１つの臭素化Ｎ，Ｎ’－フェニレンビスマレイミド；または
ｘｉ）少なくとも１つの臭素化Ｎ，Ｎ’－（４，４’－メチレンジフェニル）ビスマレイ
ミド；または
ｘｉｉ）少なくとも１つの臭素化Ｎ，Ｎ’－エチレンビスマレイミド；または
ｘｉｉｉ）ｉ）からｘｉｉ）までの任意の２つ以上の組み合わせ物
をフォームの形成の前または間に前記組成物のフォーム処方中に含ませることからなる、
請求項１に記載の難燃性スチレン系ポリマーフォーム組成物を製造する方法。
【請求項１９】
　前記混合物中に難燃剤量の請求項１８に記載の難燃剤を含ませることを特徴とする、少
なくとも１つのスチレン系モノマーから構成される懸濁重合性混合物から発泡性スチレン
系ビーズもしくは顆粒を製造する方法。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのスチレン系モノマーがスチレン系モノマーの混合物であり、前記
モノマーの少なくとも８０重量％がスチレンである、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　請求項１８に記載の少なくとも１つの難燃剤が含まれる懸濁重合処方から形成される小
さいビーズまたは顆粒を発泡することを含んでなる、少なくとも１つのスチレン系ポリマ
ーの大きい発泡ビーズまたは顆粒を製造する方法。
【請求項２２】
　前記小さいスチレン系ビーズもしくは顆粒および前記大きいスチレン系ビーズもしくは
顆粒が少なくとも８０重量％のスチレンから構成される、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　請求項１８に記載の少なくとも１つの難燃剤が含まれる処方から形成される少なくとも
１つのスチレン系ポリマーの発泡ビーズもしくは顆粒を成形することを含んでなる、スチ
レン系ポリマーフォームを製造する方法。
【請求項２４】
　前記少なくとも１つのスチレン系ポリマーが少なくとも８０重量％のスチレンから構成
される、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記混合物中に難燃剤量の請求項１８に記載の難燃剤を含ませることを特徴とする、フ
ォーム化可能な溶融スチレン系ポリマー混合物から押出スチレン系フォームを製造する方
法。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つのスチレン系ポリマーが少なくとも８０重量％の重合スチレンから
構成される、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記少なくとも１つのスチレン系ポリマーがクリスタルポリスチレンである、請求項２
５に記載の方法。
【請求項２８】
ａ）臭素化部分水素化ポリブタジエン；
ｂ）臭素化アリール末端ポリブタジエン；
ｃ）臭素化アリール末端の部分水素化ポリブタジエン；
ｄ）ノボラックの臭素化アリルエーテル；
ｅ）臭素化ポリ（１，３－シクロアルカジエン）；
ｆ）臭素化アリール末端ポリ（１，３－シクロヘキサジエン）；
ｇ）臭素化Ｎ，Ｎ’－フェニレンビスマレイミド；
ｈ）臭素化Ｎ，Ｎ’－１，３－フェニレンビスマレイミド；
ｉ）臭素化Ｎ，Ｎ’－（４，４’－メチレンジフェニル）ビスマレイミド；または
ｊ）臭素化Ｎ，Ｎ’－エチレンビスマレイミド
の少なくとも１つを含んでなる、物質組成物。
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【請求項２９】
　請求項２８に記載の物質組成物の製造方法であって、液体媒体中において、臭素と、
ｃ）少なくとも１つのアリール末端部分水素化ポリブタジエンを接触させて臭素化アリー
ル末端の部分水素化ポリブタジエンを製造すること、または、
ｄ）少なくとも１つのノボラックのアリルエーテルを接触させてノボラックの臭素化アリ
ルエーテルを製造すること、または、
ｅ）少なくとも１つのポリ（１，３－シクロアルカジエン）を接触させて臭素化ポリ（１
，３－シクロアルカジエン）を製造すること、または、
ｇ）少なくとも１つのＮ，Ｎ’－フェニレンビスマレイミドを接触させて臭素化Ｎ，Ｎ’
－フェニレンビスマレイミドを製造すること、または、
ｉ）Ｎ，Ｎ’－（４，４’－メチレンジフェニル）ビスマレイミドを接触させて臭素化Ｎ
，Ｎ’－（４，４’－メチレンジフェニル）ビスマレイミドを製造すること、または、
ｊ）Ｎ，Ｎ’－エチレンビスマレイミドを接触させて臭素化Ｎ，Ｎ’－エチレンビスマレ
イミドを製造すること、
を特徴とする方法。
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